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時効制度の存在理由について﻿
 

論　
　
　

説時
効
制
度
の
存
在
理
由
に
つ
い
て

大 

久 

保　
　

邦　
　

彦

一　

は
じ
め
に

　
「
時
効
制
度
の
存
在
理
由
は
何
か
」
と
い
う
問
題
は
、
時
効
制
度
の
目
的

0

0

は
何
か
（
誰
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
か
）
と
い
う
問
題

と
、
そ
の
目
的
を
正
当
化
す
る
根
拠

0

0

は
何
か
と
い
う
問
題
と
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
効
制
度
の
目
的
に
つ
き
、
わ
が
国
の
多

数
説
は
、
第
三
者
保
護
・
公
益
保
護
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
義
務
者
（
債
務
者
／
占
有
者
）
保
護
に
も
配
慮
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、

松
久
三
四
彦
は
、
義
務
者
保
護
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
（
以
下
「
検
討
委
員

会
」
と
略
称
）
は
、
多
数
説
と
は
や
や
異
な
る
視
点
か
ら
、
第
三
者
保
護
・
公
益
保
護
を
強
調
す
る
一
方
で
、
義
務
者
保
護
を
軽
視
す

る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
か
か
る
学
説
状
況
に
鑑
み
、
本
小
稿
は
、
こ
れ
ら
の
見
解
を
整
理
・
分
析
し
、
そ
の
対
立
を
止
揚
す
る
こ

と
を
試
み
る
。
な
お
、
表
現
の
複
雑
化
を
避
け
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
債
権
の
消
滅
時
効
／
所
有
権
の
取
得
時
効
を
念
頭
に
置
い
て
考

察
を
進
め
る
。

（
1
）

（
2
）
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論　　　説

二　

多
数
説

　

1　

概　

要

　

わ
が
国
の
多
数
説
は
、
時
効
制
度
の
存
在
理
由
と
し
て
、
一
般
に
次
の
三
点
を
挙
げ
て
き
た
。

　

①　

社
会
の
法
律
関
係
の
安
定

　
「
一
定
の
事
実
関
係
が
永
続
す
る
と
き
は
、
社
会
は
、
こ
れ
を
正
当
な
も
の
と
信
頼
し
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
種
々
の
法
律
関
係

を
築
き
上
げ
る
。
…
…
後
日
こ
れ
を
覆
し
て
、
正
当
な
権
利
関
係
に
ひ
き
戻
す
こ
と
は
、
そ
の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
た
社
会
の
法
律
関

係
を
悉
く
覆
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
故
に
、
社
会
の
法
律
関
係
の
安
定

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
た
め
に
、
一
定
の
期
間
継
続
し
た
事
実
関
係
は
、
そ
の
ま
ま

こ
れ
を
法
律
関
係
と
な
し
、
こ
れ
を
覆
さ
な
い
こ
と
が
至
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。」（
我
妻
栄
）

　

こ
こ
で
は
、
時
効
制
度
の
目
的

0

0

と
し
て
第
三
者
保
護
・
公
益
保
護
（
社
会
の
法
律
関
係
の
安
定
）
が
追
求
さ
れ
、
そ
の
目
的
を
正
当

化
す
る
根
拠

0

0

と
し
て
永
続
し
た
事
実
関
係
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
（
信
頼
原
理
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

②　

権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
に
値
し
な
い

　
「
た
と
い
真
実
に
反
し
て
い
る
と
し
て
も
、
永
年
の
間
自
分
の
権
利
を
主
張
し
な
か
っ
た
者
は
、
権
利
の
上
に
眠
っ
て
い
た
者
で
あ

っ
て
、
法
律
の
保
護
に
値
し
な
い
。」（
我
妻
栄
）

　

こ
こ
で
は
、
権
利
者
（
債
権
者
／
所
有
者
）
の
権
利
喪
失
を
正
当
化
す
る
根
拠

0

0

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

③　

証
明
（
証
拠
保
全
）
の
困
難
の
救
済

　
「
狡
猾
ノ
徒
ハ
己
レ
既
ニ
其
権
利
ヲ
失
フ
モ
偶
々
相
手
方
ニ
其
証
拠
ナ
キ
ヲ
奇
貨
ト
シ
古
証
文
ヲ
利
用
シ
テ
不
正
ノ
奇
利
ヲ
博
セ
ン

ト
謀
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
保
セ
ザ
ル
…
…
。
此
ノ
如
ク
ン
バ
人
人
各
種
ノ
受
取
証
其
他
ノ
証
書
ヲ
永
久
ニ
保
存
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル
ニ
至

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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時効制度の存在理由について﻿

ル
ベ
シ
。
是
レ
豈
ニ
実
際
ニ
行
ハ
ル
ベ
キ
所
ナ
ラ
ン
ヤ
」（
梅
謙
次
郎
）

　
「
永
続
し
た
事
実
関
係
が
、
果
し
て
正
当
な
法
律
関
係
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
を
確
実
な
証
拠
に
よ
っ
て
判
断
す
る
こ
と
は
、
極
め

て
困
難
で
あ
る
。
永
続
し
た
事
実
関
係
を
そ
の
ま
ま
正
当
な
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
は
、
か
え
っ
て
真
実
に
適
す
る
蓋
然

性
が
多
い
で
あ
ろ
う
。」（
我
妻
栄
）

　

梅
に
お
い
て
は
、
時
効
制
度
の
目
的

0

0

と
し
て
弁
済
者
一
般
（
人
人
）
の
保
護
が
追
求
さ
れ
、
そ
の
目
的
を
正
当
化
す
る
根
拠

0

0

と
し
て

証
拠
保
全
の
困
難
の
救
済
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
我
妻
は
、
永
続
し
た
事
実
関
係
は
正
当
な
法
律
関
係
に
合
致
す
る
蓋
然
性
が
高
い
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

2　

評　

価

　

多
数
説
に
よ
る
と
、
時
効
制
度
の
目
的
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
三
者
利
益
・
公
益
（
①
社
会
・
③
弁
済
者
一
般
）
の
保

護
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
に
関
し
て
、
次
の
批
判
が
な
さ
れ
た
。
①
（
社
会
の
法
律
関
係
の
安
定
）
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
時
効
を
、

権
利
者
ら
し
い
事
実
関
係
を
信
頼
し
た
第
三
者
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
と
す
る
こ
と
に
帰
す
る
。
し
か
し
、
第
三
者
保
護
を
目
的
と

す
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
第
三
者
の
み
が
保
護
さ
れ
て
お
り
、
第
三
者
を
保
護
す
る
た
め
に
当
事
者
ま
で
保
護
す
る
こ
と
は

な
さ
れ
て
い
な
い
（
民
法
九
四
条
二
項
・
九
六
条
三
項
・
一
〇
九
条
・
一
一
〇
条
・
一
一
二
条
・
一
九
二
条
・
四
七
八
条
・
五
四
五
条

一
項
た
だ
し
書
な
ど
）。
と
こ
ろ
が
、
時
効
に
お
い
て
は
、
ま
さ
に
当
事
者
の
間
で
権
利
が
取
得
さ
れ
、
義
務
が
消
滅
す
る
と
規
定
さ

れ
て
い
る
。
な
ぜ
時
効
だ
け
が
こ
の
よ
う
な
効
果
を
認
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
十
分
な
説
明
を
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

①
は
そ
の
説
明
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
（
星
野
英
一
）。
し
か
し
、
①
は
個
別
の
債
務
者
（
非
弁
済
者
）
／
占
有
者
を
保
護
す
る
根

拠
と
も
な
り
う
る
。
そ
の
こ
と
を
強
調
し
た
の
が
、
三
で
紹
介
す
る
松
久
や
ス
ピ
ロ
で
あ
る
。

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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論　　　説
　

他
方
で
、
③
（
証
明
の
困
難
の
救
済
）
も
個
別
の
弁
済
者
を
保
護
す
る
根
拠
と
な
り
う
る
。
そ
う
す
る
と
、
①
と
権
利
者
の
権
利
喪

失
の
根
拠
を
提
示
す
る
②
（
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
に
値
し
な
い
）
は
時
効
制
度
を
債
務
者
／
占
有
者
の
た
め
の
制
度
と
見
る
説

と
親
和
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
③
は
時
効
制
度
を
弁
済
者
／
所
有
者
保
護
の
た
め
の
制
度
と
見
る
説
と
親
和
的
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、

①
②
と
③
は
両
立
し
な
い
疑
い
が
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
五
4
で
触
れ
る
。

三　

債
務
者
／
占
有
者
保
護
を
時
効
制
度
の
目
的
と
す
る
説

　

時
効
制
度
の
目
的

0

0

を
債
務
者
（
非
弁
済
者
）
／
占
有
者
（
非
所
有
者
）
保
護
に
見
る
論
者
と
し
て
、
わ
が
国
で
は
松
久
三
四
彦
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
松
久
に
影
響
を
与
え
た
の
が
ス
イ
ス
の
ス
ピ
ロ
で
あ
る
。
順
に
検
討
す
る
。

　

1　

松
久
三
四
彦
の
見
解

　

⑴　

概　

要

　

松
久
は
、
債
務
者
／
占
有
者
保
護
を
時
効
制
度
の
目
的

0

0

と
見
な
が
ら
も
、
弁
済
者
／
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
者
は
、

非
弁
済
者
／
非
所
有
者
と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
債
務
者
／
占
有
者
の
保
護
を
正
当
化
す
る
根
拠

0

0

と
し
て
、
義
務
者

（
債
務
者
／
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
の
相
手
方
た
る
占
有
者
）
と
い
え
ど
も
権
利
者
（
債
権
者
／
所
有
者
）
の
不
意
の
権
利
行

使
に
よ
り
現
状
（
事
実
上
義
務
の
履
行
を
免
れ
て
い
る
状
態
／
事
実
上
権
利
者
で
あ
る
よ
う
な
状
態
）
を
否
定
さ
れ
る
と
い
う
不
安
定

な
状
態
に
い
つ
ま
で
も
置
い
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
と
の
価
値
判
断
に
基
づ
き
、
権
利
の
永
続
性
を
否
定
し
て
現
状
維
持
の
計
算
可
能

性
を
与
え
る
（
ど
れ
だ
け
の
期
間
が
経
過
す
れ
ば
債
務
支
払
／
占
有
物
返
還
を
法
的
に
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
を
計
算
で
き
る
よ

う
に
す
る
）
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。

（
10
）

（
11
）
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時効制度の存在理由について﻿
　

⑵　

評　

価

　

私
法
は
対
等
な
私
人
間
の
関
係
を
規
律
す
る
。
具
体
的
な
法
律
効
果
は
特
定
の
私
人
間
に
発
生
す
る
。
私
法
の
世
界
で
は
ゼ
ロ
サ
ム

ゲ
ー
ム
が
成
立
し
、
あ
る
者
に
と
っ
て
有
利
な
法
律
効
果
は
、
特
定
の
他
者
に
と
っ
て
不
利
な
法
律
効
果
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
私

法
の
規
範
化
に
際
し
て
は
、
ⓐ
あ
る
法
主
体
に
有
利
な
法
律
効
果
が
帰
属
す
る
理
由
、
ⓑ
他
の
法
主
体
に
不
利
な
法
律
効
果
が
帰
属
す

る
理
由
、
そ
し
て
、
ⓒ
ま
さ
に
こ
の
二
人
の
間
で
当
該
法
律
効
果
が
発
生
す
る
理
由
が
、
基
礎
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ビ
ド
リ
ン

ス
キ
ー
は
そ
の
必
要
性
を
強
調
し
、
ⓐ
～
ⓒ
の
基
礎
づ
け
を
求
め
る
考
え
方
を
二
面
的
正
当
化
原
理D

as Prinzip der zw
eiseitigen 

Rechtfertigung

と
名
づ
け
、
二
面
的
正
当
化
原
理
自
体
を
人
間
の
尊
厳
・
生
命
・
自
由
の
平
等
な
保
護
と
調
整
的
正
義
に
よ
っ
て
基

礎
づ
け
た
。

　

た
と
え
ば
、
事
故
の
被
害
者
に
は
、
ⓐ
最
低
限
度
の
生
活
保
障
や
既
得
権
保
護
を
理
由
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
が
与
え
ら
れ
る
べ

き
だ
が
、
ⓐ
の
理
由
に
着
目
す
る
だ
け
で
は
賠
償
義
務
者
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
面
的
正
当
化
原
理
に
従
わ
な
い
と
、
あ

ら
ゆ
る
損
害
に
つ
い
て
常
に
賠
償
義
務
者
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
有
害
な
努
力
が
な
さ
れ
、
不
合
理
な
過
失
の
擬
制
に

至
る
可
能
性
が
あ
る
。
か
か
る
具
体
例
と
し
て
、
わ
が
国
で
は
梅
毒
輸
血
事
件
判
決
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
私
法
の
世
界

で
損
害
が
賠
償
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、「
私
人
が
自
分
の
手
で
は
で
き
な
い
こ
と
は
国
家
が
や
る
べ
き
で
あ
り
、
私
人
が
自
分
の
手
で

で
き
る
こ
と
は
国
家
が
や
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
補
完
性
原
理
に
基
づ
き
、
国
家
が
損
害
を
補
償
す
る
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

「
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
の
支
給
等
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
そ
の
例
と
し

て
挙
げ
う
る
。
同
法
八
条
一
項
（
犯
罪
被
害
を
原
因
と
し
て
犯
罪
被
害
者
又
は
そ
の
遺
族
が
損
害
賠
償
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
価
額

の
限
度
に
お
い
て
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
を
支
給
し
な
い
）
は
、
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
は
損
害
賠
償
請
求
権
を
補
完
す
る
関
係
に

あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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論　　　説
　

時
効
は
、
時
の
経
過
に
、
権
利
の
消
滅
／
取
得
と
い
う
法
律
効
果
を
結
び
つ
け
る
制
度
で
あ
る
。
消
滅
時
効
に
つ
い
て
は
そ
の
効
果

と
し
て
、
取
得
時
効
に
つ
い
て
は
そ
の
反
射
的
効
力
に
よ
り
、
権
利
者
は
権
利
を
失
う
。
そ
し
て
、
ⓑ
権
利
者
が
権
利
を
失
う
根
拠
と

し
て
、
②
「
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
に
値
し
な
い
」
と
い
う
命
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
着
目
す
る
だ
け
で
は
、
有

利
な
法
律
効
果
の
帰
属
先
が
決
ま
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
時
効
制
度
を
正
当
化
す
る
た
め
に
、
多
数
説
が
ⓐ
義
務
者
に
有
利
な

法
律
効
果
が
帰
属
す
る
理
由
を
明
示
的
に
挙
げ
て
い
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
松
久
が
そ
れ
を
挙
げ
た
こ
と
自
体
は
、
高
く
評
価
す
べ
き

で
あ
る
。
多
数
説
が
①
永
続
し
た
事
実
関
係
に
対
す
る
社
会
の
信
頼
を
強
調
し
た
の
に
対
し
て
、
松
久
は
そ
れ
に
対
す
る
義
務
者
の
信

頼
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

　

私
法
の
世
界
で
有
利
な
法
律
効
果
の
帰
属
先
が
決
ま
ら
な
け
れ
ば
、
補
完
性
原
理
に
よ
り
、
そ
れ
が
国
庫
に
帰
属
す
る
可
能
性
も
あ

る
（
た
と
え
ば
、
不
法
原
因
に
よ
る
給
付
物
は
、
受
領
者
に
で
は
な
く
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
べ
き
だ
と
す
る
立
法
論
も
有
力
で
あ
る
）。

民
法
典
に
は
、
無
主
の
不
動
産
や
相
続
人
不
存
在
の
場
合
の
残
余
財
産
が
国
庫
に
帰
属
す
る
と
い
う
規
定
も
あ
る
（
民
法
二
三
九
条
二

項
・
九
五
九
条
）。
時
効
に
つ
い
て
も
、
権
利
の
上
に
眠
っ
て
い
た
者
の
権
利
は
国
庫
に
帰
属
す
る
、
と
い
う
規
律
の
可
能
性
が
あ
る
。

二
〇
一
九
年
五
月
に
成
立
し
た
「
表
題
部
所
有
者
不
明
土
地
の
登
記
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
る
と
、
所
有
者
等
を

特
定
で
き
な
か
っ
た
表
題
部
所
有
者
不
明
土
地
を
特
定
不
能
土
地
等
管
理
者
は
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
（
同
法

二
一
条
二
項
）、
売
却
代
金
は
所
有
者
の
た
め
に
供
託
さ
れ
る
が
（
同
法
二
八
条
）、
供
託
金
還
付
請
求
権
が
時
効
消
滅
し
た
後
、
供
託

金
は
国
庫
に
帰
属
す
る
。
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、
所
有
者
不
明
土
地
を
い
き
な
り
国
庫
に
帰
属
さ
せ
る
ま
で
、
あ
と
一
歩
で
あ
る
。
消
滅

時
効
に
つ
い
て
も
、
権
利
の
上
に
眠
っ
て
い
た
債
権
者
の
債
権
は
国
庫
等
に
帰
属
す
る
と
い
う
解
決
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
休

眠
預
金
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
国
で
通
例
、
金
融
機
関
に
よ
っ
て
時
効
は
援
用
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
休
眠
預
金
は
実
質
的
に
金
融
機

関
の
収
益
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
対
し
諸
外
国
で
は
批
判
が
あ
っ
た
た
め
、
休
眠
預
金
を
社
会
の
た
め
に
活
用
す
べ
く
、
休

（
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）

（
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）

（
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）
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眠
預
金
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
国
庫
に
、
米
国
で
は
各
州
の
未
請
求
債
権
管
理
部
署
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
国
立
財
務
管
理
庁

が
管
理
す
る
休
眠
預
金
基
金
に
、
カ
ナ
ダ
で
は
中
央
銀
行
（
カ
ナ
ダ
銀
行
）
に
移
管
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
も
、
二
〇
一
六
年
に
成
立
し

た
「
民
間
公
益
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
休
眠
預
金
等
に
係
る
資
金
の
活
用
に
関
す
る
法
律
」（
休
眠
預
金
等
活
用
法
）
に
よ
り
、
休

眠
預
金
は
預
金
保
険
機
構
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
同
法
四
条
・
七
条
）。
し
た
が
っ
て
、
現
行
の
消
滅
時
効
制
度
を
正
当
化

す
る
に
は
、
債
権
者
の
権
利
不
行
使
に
よ
る
利
益
が
国
庫
等
に
帰
属
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
た
め
に
、
ⓐ
利
益
が
債
務
者
に
帰
属
す
る

理
由
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
松
久
は
、「
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
に
値
し
な
い
」
と
い
う
命
題
は
、
権
利
者
が
権
利
を
喪
失
す
る
根
拠
を
説
こ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
義
務
者
が
義
務
を
免
れ
る
こ
と
の
消
極
的
根
拠
と
言
い
う
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、

ⓐ
あ
る
法
主
体
に
有
利
な
法
律
効
果
が
帰
属
す
る
理
由
と
ⓑ
他
の
法
主
体
に
不
利
な
法
律
効
果
が
帰
属
す
る
理
由
と
が
峻
別
さ
れ
て
お

ら
ず
、
二
面
的
正
当
化
原
理
の
要
求
に
応
え
て
い
な
い
。
ⓑ
権
利
者
が
権
利
の
上
に
眠
っ
た
結
果
、
権
利
を
喪
失
し
て
も
、
そ
れ
が
国

庫
に
帰
属
す
る
な
ら
ば
、
義
務
者
は
義
務
を
免
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
二
面
的
正
当
化
原
理
に
よ
れ
ば
、
ⓐ
義
務
者
の
義
務
免
脱
を
正

当
化
す
る
別
個
の
理
由
を
挙
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
松
久
は
実
際
に
そ
れ
を
挙
げ
て
い
る
。

　

以
上
を
確
認
し
た
上
で
、
次
に
、
松
久
が
拠
り
所
と
し
た
ス
ピ
ロ
に
耳
を
傾
け
よ
う
。

　

2　

ス
ピ
ロ
の
見
解

　

⑴　

概　

要

　

ス
ピ
ロ
は
、
債
権
の
消
滅
時
効
を
対
象
と
す
る
第
一
巻
の
冒
頭
で
、
消
滅
時
効
の
基
礎
づ
け
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
ず
、
消
滅
時

効
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
、
立
法
者
意
思
・
公
益Gem

einw
ohl

・
時
の
自
然
力
を
援
用
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
だ
と
す
る
。
問
わ
れ

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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て
い
る
の
は
、
な
ぜ
立
法
者
は
消
滅
時
効
を
意
図
し
た
の
か
、
消
滅
時
効
は
公
益
に
適
合
す
る
か
否
か
、
い
つ
時
の
自
然
力
が
法
的
な

力
に
な
る
の
か
、
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
、
消
滅
時
効
は
法
的
安
定
性
や
法
的
平
和
に
奉
仕
す
る
と
一
般
的
に
言
う
だ
け
で
は
不
十

分
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
消
滅
時
効
を
基
礎
づ
け
る
際
に
は
、
目
的
（
消
滅
時
効
が
追
求
す
る
利
益
）
だ
け
で
な
く
、
代
償
（
消
滅
時

効
が
も
た
ら
す
不
利
益
）
の
正
当
化
に
も
言
及
す
べ
き
だ
と
す
る
（§2

）。
こ
の
よ
う
に
ス
ピ
ロ
は
、
二
面
的
正
当
化
を
十
分
に
意
識

し
て
い
る
。

　

消
滅
時
効
の
目
的
は
、
債
務
者
を
、
⒜
不
当
な
（
理
由
の
な
い
）
請
求
、
⒝
不
意
討
ち
的
請
求
、
⒞
危
惧
さ
れ
る
請
求
か
ら
保
護
す

る
こ
と
に
あ
る
。
消
滅
時
効
は
そ
れ
以
外
に
、
⒟
債
権
者
に
よ
る
権
利
の
適
時
行
使
を
促
進
し
（§13

）、
⒠
裁
判
所
の
負
担
を
軽
減

す
る
機
能
（§14

）
を
持
つ
（§3
）。
ま
ず
、
⒜
不
当
な
請
求
と
し
て
は
、
債
権
が
す
で
に
弁
済
さ
れ
て
い
る
場
合
や
債
権
発
生
原
因

た
る
契
約
が
無
効
の
場
合
等
が
あ
る
が
、
か
か
る
場
合
に
、
消
滅
時
効
は
、
権
利
消
滅
事
実
や
権
利
障
害
事
実
を
証
明
す
る
困
難
か
ら

債
務
者
（
と
主
張
さ
れ
る
者
）
を
保
護
す
る
（§4

）。
⒝
債
務
者
に
と
っ
て
不
意
討
ち
と
な
る
場
合
と
し
て
は
、
債
務
者
が
、
㋐
債
務

の
存
在
を
知
ら
な
い
場
合
（
例
、
相
続
し
た
債
務
・
扶
養
義
務
）（§7

）、
㋑
債
務
を
負
担
し
て
い
な
い
と
信
じ
て
い
る
と
き
、
債
務

の
存
否
が
不
確
か
で
給
付
の
必
要
が
な
い
と
信
じ
て
い
る
と
き
、
債
権
者
が
長
期
間
沈
黙
し
て
い
る
の
で
請
求
を
も
は
や
（
真
剣
に
）

計
算
に
入
れ
る
必
要
が
な
い
と
き
の
よ
う
に
、
債
務
者
が
請
求
を
予
期
し
て
い
な
い
場
合
（§8

）
が
あ
る
。
⒞
債
権
者
が
提
起
す
る

こ
と
を
全
く
考
え
て
い
な
い
請
求
を
債
務
者
が
危
惧
し
て
い
る
と
き
も
、
債
務
者
は
保
護
に
値
す
る
。
請
求
が
提
起
さ
れ
る
前
で
あ
っ

て
も
、
債
務
者
は
給
付
の
準
備
（
資
金
の
拘
束
な
ど
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
限
り
、
債
権
は
債
務
者
に
負
担
を
与
え
る
か
ら
で
あ

る
。
債
務
者
が
債
務
を
実
際
に
負
担
し
て
い
る
か
否
か
は
余
り
意
味
が
な
く
、
誤
っ
て
存
在
す
る
と
さ
れ
た
義
務
も
、
現
実
の
義
務
と

同
様
、
債
務
者
に
負
担
を
与
え
る
（§9

）。
⒜
⒝
⒞
を
合
わ
せ
る
と
、
消
滅
時
効
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
必
要
が
な
い
の
に
消
滅
時
効

が
効
力
を
持
つ
諸
事
例
が
顕
著
に
減
少
す
る
が
（§10

）、
保
護
に
値
し
な
い
諸
事
例
に
お
い
て
保
護
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
不
可
避
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で
あ
る
（§12

）。
こ
の
よ
う
に
ス
ピ
ロ
は
、
債
務
が
存
在
し
な
い
と
き
、
存
在
す
る
と
き
、
そ
の
存
否
が
不
確
か
な
と
き
を
想
定
し
、

債
務
者
を
保
護
す
る
根
拠
を
挙
げ
て
い
る
。

　

他
方
、
債
権
者
が
権
利
を
失
う
根
拠
に
つ
き
、
ス
ピ
ロ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
ま
ず
、
消
滅
時
効
が
理
由
の
な
い
請
求
に
対
す
る

防
禦
に
役
立
つ
場
合
に
、
債
権
者
が
消
滅
時
効
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
説
明
を
要
し
な
い
。
次
に
、
消
滅
時

効
が
債
権
者
に
よ
る
権
利
の
適
時
行
使
を
促
進
す
れ
ば
、
理
由
の
あ
る
債
権
が
消
滅
す
る
場
合
は
減
る
が
、
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
理
由
の
あ
る
債
権
が
消
滅
す
る
場
合
で
も
、
債
権
者
が
消
滅
時
効
を
妨
げ
る
可
能
性
を
有
し
て
い
た
と
き
は
、
消
滅
時
効
に

よ
っ
て
債
権
者
に
不
法
は
な
さ
れ
な
い
。
債
権
者
が
そ
の
可
能
性
を
利
用
し
な
か
っ
た
と
き
は
、
権
利
喪
失
は
債
権
者
自
身
に
帰
責
さ

れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
消
滅
時
効
が
債
権
者
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
、
権
利
喪
失
で
は
な
く
、
権
利
維
持
の
た
め
の
措
置
で
あ
る
。
し

か
し
、
時
効
中
断
の
可
能
性
が
真
の
負
担
と
な
る
ほ
ど
狭
く
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
十
分
な
時
間
が
与
え
ら
れ
、
債
権
者
に
相
当
の
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
限
り
、
権
利
存
続
の
た
め
の
代
償
（
権
利
維
持
の
た
め
の
措
置
）
に
不
衡
平
は
存
在
せ
ず
、
消
滅
時
効
は
債
権
者
に

期
待
可
能
で
あ
り
、
債
権
者
の
犠
牲
を
語
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
（§16

）。

　

最
後
に
ス
ピ
ロ
は
、
消
滅
時
効
は
当
事
者
に
奉
仕
す
る
の
で
あ
っ
て
、
特
別
な
公
益öffentliches Interesse

に
奉
仕
し
な
い
と
す

る
（§3

）。
公
益
は
多
義
的
で
あ
り
、
消
滅
時
効
は
公
益
に
奉
仕
す
る
と
い
う
思
想
は
、
万
人
に
対
し
て
存
在
す
る
一
般
的
な
必
要
と

万
人
に
関
わ
る
制
度
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
消
滅
時
効
は
我
々
の
今
日
の
社
会
に
不
可
欠
で
あ
る
、
消
滅
時
効
は
強
行
法
と
看
做
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
種
々
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
意
味
に
お
い
て
、
公
益
は
単
に
個
々
の
利
益
の

効
果
的
な
保
護
を
目
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
か
か
る
公
益
は
、
一
方
で
、
私
法
秩
序
自
体
、
そ
し
て
種
々
の
強
度
に
お
い
て
す
べ
て

の
私
法
制
度
の
基
礎
に
あ
る
利
益
に
ほ
か
な
ら
ず
、
他
方
で
、
個
々
人
の
利
益
と
内
容
及
び
価
値
に
お
い
て
同
一
で
あ
る
。
個
々
人
の

そ
れ
と
は
異
な
る
特
別
の
公
益
（
例
、
国
家
に
と
っ
て
危
険
な
の
で
債
務
超
過
の
個
人
の
数
を
減
ら
す
国
家
の
利
益
）
は
、
消
滅
時
効
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に
つ
い
て
は
問
題
と
な
ら
な
い
（§15

）。

　

⑵　

特　

徴

　

わ
が
国
で
は
消
滅
時
効
制
度
の
目
的
を
弁
済
者
の
保
護
に
見
る
説
と
債
務
者
（
非
弁
済
者
）
の
保
護
に
見
る
説
と
が
対
立
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ス
ピ
ロ
は
か
か
る
区
別
を
せ
ず
に
、
弁
済
者
を
含
め
債
務
者
全
般
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
だ
と
見
た
上
で
、
そ
れ
を
正
当

化
す
る
根
拠
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ピ
ロ
は
消
滅
時
効
制
度
を
正
当
化
す
る
際
に
、
公
益
を
援
用
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
。

　

3　

小　

括

　

以
上
の
よ
う
に
、
松
久
と
ス
ピ
ロ
は
と
も
に
債
務
者
を
保
護
す
る
根
拠
を
挙
げ
て
い
る
が
、「
債
務
者
」
の
外
延
は
異
な
る
。
松
久

は
「
債
務
者
」
と
し
て
非
弁
済
者
の
み
を
想
定
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
ス
ピ
ロ
は
非
弁
済
者
の
み
な
ら
ず
弁
済
者
も
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
点
で
両
者
の
見
解
に
は
ズ
レ
が
あ
る
。

　

検
討
委
員
会
は
、
松
久
の
「
義
務
者
と
い
え
ど
も
権
利
者
の
不
意
の
権
利
行
使
に
よ
り
現
状
を
否
定
さ
れ
る
と
い
う
不
安
定
な
状
態

に
い
つ
ま
で
も
置
い
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
」
と
い
う
価
値
判
断
は
、
取
得
時
効
の
原
則
期
間
が
二
〇
年
、
消
滅
時
効
の
原
則
期
間
が

一
〇
年
と
い
う
か
な
り
長
期
で
あ
る
場
合
に
は
成
り
立
ち
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
主
観
的
起
算
点
か
ら
五
年
と
い
う
比
較
的
短
期
の

場
合
に
は
成
り
立
た
な
い
と
批
判
す
る
。
ま
た
、
不
安
定
な
状
態
を
免
れ
た
け
れ
ば
自
か
ら
進
ん
で
義
務
を
履
行
す
れ
ば
よ
い
と
も
言

う
。

　

ま
ず
、
後
者
の
批
判
に
対
し
て
は
、
義
務
が
確
実
に
存
在
す
る
場
合
を
想
定
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
批
判
は
成
り
立
つ
が
、
義
務
の
存

否
が
不
確
か
な
場
合
に
は
、
履
行
に
よ
り
不
安
定
な
状
態
を
免
れ
る
こ
と
を
義
務
者
に
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
反
論
で
き
る
。

　

前
者
の
批
判
に
お
い
て
は
時
効
期
間
が
問
題
に
さ
れ
て
い
る
が
、
時
効
期
間
が
長
期
で
あ
っ
て
も
、
義
務
者
の
現
状
維
持
に
対
す
る

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（阪大法学）69（6-10）　1194〔2020. 3 〕



時効制度の存在理由について﻿

期
待
は
さ
ほ
ど
保
護
に
値
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
ず
、
債
務
を
履
行
し
て
い
な
い
こ
と
／
他
人
の
物
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
確
知
し

て
い
る
人
に
つ
い
て
も
時
効
は
成
立
し
う
る
が
、
こ
の
場
合
の
現
状
維
持
に
対
す
る
義
務
者
の
期
待
は
ほ
と
ん
ど
保
護
に
値
し
な
い
。

ま
た
、
他
者
か
ら
利
益
を
得
る
た
め
に
は
、
通
常
、
対
価
（
に
相
当
す
る
額
）
を
給
付
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
（
有
償
契
約
・
侵
害

利
得
）、
無
償
で
利
益
を
得
る
た
め
に
は
そ
れ
が
他
者
の
意
思
に
基
づ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
贈
与
・
免
除
）。
時
効
の
場
合
の
よ
う

に
、
義
務
者
が
、
対
価
を
給
付
せ
ず
に
、
か
つ
、
権
利
者
の
意
思
に
基
づ
か
ず
に
、
権
利
者
の
負
担
で
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
法
倫
理

に
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ⓐ
義
務
者
に
有
利
な
法
律
効
果
が
帰
属
す
る
理
由
の
薄
弱
さ
を
、
ⓓ
第
三
者
利
益
・
公
益
を
援

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
強
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
第
三
者
利
益
・
公
益
の
保
護
を
重
視
す
る
説
に
耳
を
傾
け
よ
う
。

四　

第
三
者
利
益
・
公
益
の
保
護
を
時
効
制
度
の
目
的
と
す
る
説

　

時
効
制
度
の
目
的
を
時
効
当
事
者
を
超
え
る
第
三
者
の
利
益
や
公
益
の
保
護
に
見
る
説
と
し
て
、
検
討
委
員
会
の
見
解
が
あ
る
。

　

1　

概　

要

　

ま
ず
、
債
権
の
消
滅
時
効
（
債
権
時
効
）
に
関
す
る
検
討
委
員
会
の
見
解
の
要
点
を
示
す
た
め
に
、
原
文
を
一
部
抜
粋
す
る
。

　

⑴　

債
権
時
効
制
度
の
根
幹
的
存
在
理
由
（
一
五
五
頁
）

　

債
権
時
効
制
度
の
根
幹
的
存
在
理
由
は
、
時
の
経
過
に
よ
る
事
実
関
係
の
曖
昧
化
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
諸
々
の
負
担
と
危
険
か
ら

人
び
と
と
取
引
社
会
を
解
放
し
、
人
び
と
の
日
常
生
活
の
安
心
と
取
引
社
会
の
安
定
を
維
持
す
る
こ
と
に
あ
る
。
債
権
時
効
制
度
は
、

一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
後
は
債
権
の
存
否
に
係
る
法
律
関
係
を
実
質
判
断
に
踏
み
込
ま
ず
に
処
理
す
る
こ
と
で
、
上
記
の
負
担
と

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）
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危
険
の
高
ま
り
か
ら
人
び
と
と
取
引
社
会
全
般
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
（
一
五
〇
頁
）。

　

事
実
関
係
が
曖
昧
に
な
っ
た
状
況
下
で
権
利
の
存
否
を
め
ぐ
る
争
い
が
起
き
、
そ
の
争
い
を
実
質
判
断
に
よ
っ
て
決
着
さ
せ
よ
う

と
す
る
と
、
一
般
に
、
争
い
は
長
期
化
し
、
そ
の
解
決
コ
ス
ト
は
紛
争
当
事
者
に
と
っ
て
も
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
、
相
当
大
き

く
な
る
（
一
五
六
頁
）。

　

⑵　

債
権
時
効
制
度
の
弊
害
（
債
権
者
の
権
利
喪
失
、
債
務
者
の
義
務
免
脱
）
に
つ
い
て
（
一
五
六
頁
）

　

債
権
時
効
制
度
の
ゆ
え
に
、
未
履
行
の
債
務
者
が
債
務
の
履
行
を
免
れ
、
債
権
者
が
債
権
を
実
質
的
に
失
う
こ
と
に
な
り
う
る
。

こ
れ
は
、
⑴
に
述
べ
た
趣
旨
に
よ
り
債
権
時
効
制
度
を
認
め
る
こ
と
の
反
射
的
結
果
な
い
し
付
随
的
結
果
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
反

射
的
結
果
な
い
し
付
随
的
結
果
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
（
一
五
〇
頁
）。

　

債
権
時
効
制
度
を
設
け
る
以
上
、
未
履
行
の
債
務
者
が
債
務
の
履
行
を
免
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

債
権
時
効
の
効
果
は
、
個
々
の
債
権
債
務
関
係
の
存
否
と
内
容
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
債
権
時
効
制
度
そ
の
も
の
は
、
個
々
の

法
律
関
係
の
実
質
に
即
し
た
適
切
な
解
決
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
反
対
に
、
そ
の
よ
う
な
解
決
を
諦
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
、
債
権
時
効
制
度
の
目
的
が
実
現
さ
れ
る
（
一
五
七
頁
）。

　

債
権
時
効
制
度
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
負
担
と
危
険
か
ら
の
解
放
は
、
す
べ
て
の
人
が
、
日
々
、
均
し
く
受
け
て
い
る
利
益
で

あ
る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
均
し
く
利
益
を
享
受
す
る
こ
の
制
度
は
、
債
権
時
効
に
か
か
っ
た
債
権
は
実
現
に
向
け
た
法
の
助

力
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
結
果
を
す
べ
て
の
人
が
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
、
維
持
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
債
権
時
効
制
度
の
も
と

で
自
己
の
債
権
（
の
実
質
）
が
奪
わ
れ
る
こ
と
の
不
当
性
を
い
う
者
に
つ
い
て
も
、
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。
制
度
の
利
益
を
日
々

受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
制
度
が
自
己
の
不
利
に
働
く
場
合
に
だ
け
異
議
を
申
し
立
て
る
態
度
は
、
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
（
一
五
七
頁
）。

（
33
）
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⑶　

債
権
者
の
保
護
（
一
五
七
頁
）

　

上
記
⑴
⑵
と
関
連
し
て
、
債
権
時
効
制
度
は
、
債
権
者
か
ら
債
権
を
奪
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
制
度
で
は
な
い
（
一
五
〇
頁
）。

　

債
権
者
が
、
本
来
、
そ
の
債
権
（
の
実
質
）
を
（
法
律
も
含
め
た
）
他
の
も
の
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
も
、
確
か

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
債
権
者
で
あ
る
」、「
債
権
が
存
在
す
る
」
と
い
う
こ
と
も
、
証
拠
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
て
初
め
て
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
債
権
者
の
保
護
は
、
最
終
的
に
は
⑴
の
理
由
の
ゆ
え
に
図
ら
れ
な
く
て
も
仕
方
が
な
い
も
の
の
、
そ
の
よ

う
な
事
態
に
簡
単
に
至
ら
な
い
よ
う
、
債
権
者
に
、
実
際
に
存
在
す
る
債
権
に
つ
い
て
、
債
権
時
効
に
よ
り
債
権
（
の
実
質
）
が
奪

わ
れ
る
こ
と
を
阻
止
す
る
機
会
と
手
段
が
適
切
に
与
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
債
権
が
実
際
に
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

の
債
権
は
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
が
本
来
で
あ
る
こ
と
は
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
が
な
い
か
ら
、
債
権
時
効
の
効

果
は
こ
の
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
（
一
五
七
～
一
五
八
頁
）。

　

⑷　

改
正
提
案
の
基
本
的
視
点
（
一
五
八
頁
）

　

以
上
に
よ
る
と
、
債
権
時
効
制
度
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
事
実
関
係
の
曖
昧
化
の
た
め
に
生
じ
る
⑴
に
述
べ
た

負
担
や
危
険
か
ら
人
び
と
と
社
会
を
解
放
す
る
こ
と
を
、
実
現
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
五
八
頁
）。

　

債
権
時
効
制
度
は
、
⑴
～
⑶
の
相
反
す
る
要
請
を
ど
の
よ
う
に
折
り
合
わ
せ
る
の
が
適
当
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
設
計
せ
ざ
る
を

え
な
い
（
一
五
〇
頁
）。

　

2　

特　

徴

　

検
討
委
員
会
の
見
解
の
特
徴
は
、
人
び
と
の
日
常
生
活
の
安
心
や
取
引
社
会
の
安
定
と
い
う
第
三
者
利
益
・
公
益
の
保
護
を
債
権
時

効
制
度
の
根
幹
的

0

0

0

存
在
理
由
（
目
的
）
と
す
る
点
に
あ
る
。
た
だ
し
、
債
権
を
奪
わ
れ
な
い
よ
う
債
権
者
保
護
に
配
慮
し
、
紛
争
当
事
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者
の
解
決
コ
ス
ト
に
言
及
す
る
よ
う
に
、
私
益
を
完
全
に
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
他
方
で
、
ス
ピ
ロ
や
松
久
と
は
異
な
り
、

現
実
の
債
務
者
が
債
務
を
免
れ
る
根
拠
を
挙
げ
な
い
点
で
、
二
面
的
正
当
化
の
要
請
を
充
た
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
債
権
時
効
制
度
の

正
当
化
根
拠
と
し
て
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
を
援
用
す
る
点
も
特
徴
的
で
あ
る
（
1
⑵
の
最
終
段
落
）。
項
を
改
め
て
、
同
原
理
に

検
討
を
加
え
た
い
。

　

3　

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理

　

⑴　

総　

説

　

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
を
最
初
に
定
式
化
し
た
の
は
ハ
ー
ト
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
は
ま
ず
、
権
利
が
個
人
間
の
特
殊
な
取
引
や
諸
個
人

が
相
互
に
置
か
れ
た
あ
る
特
殊
な
関
係
（
政
治
社
会
は
そ
の
最
も
複
雑
な
一
例
で
あ
る
）
か
ら
生
ず
る
場
合
に
は
、
権
利
を
有
す
る
者

と
こ
れ
に
対
応
す
る
義
務
に
服
す
る
者
は
と
も
に
、
当
該
の
特
殊
な
取
引
や
関
係
の
当
事
者
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
と
し
て
、
か
か
る
権

利
を
特
殊
的
権
利
と
呼
び
、
こ
れ
を
万
人
に
対
し
て
義
務
を
課
す
る
一
般
的
権
利
（
例
、
自
分
の
思
想
を
表
現
す
る
権
利
）
か
ら
区
別

す
る
。
特
殊
的
権
利
は
先
行
す
る
自
由
意
思
に
よ
る
行
為voluntary action

か
ら
生
ず
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
熟
慮
に
基
づ
くde-

liberate

わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
特
殊
的
権
利
は
ま
ず
、
一
方
当
事
者
の
熟
慮
に
基
づ
く
選
択
（
約
束
や
一
定
の
事
柄
に
干
渉

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
・
許
可
）
に
よ
っ
て
そ
の
相
手
方
に
付
与
さ
れ
る
。
次
に
、《
多
数
の
人
び
と
が
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
っ

て
共
同
の
企
て
を
遂
行
し
各
自
の
自
由
を
制
限
し
て
い
る
と
き
、
こ
の
制
限
に
服
す
る
人
び
と
は
、
自
分
た
ち
が
ル
ー
ル
に
服
す
る
こ

と
か
ら
便
益
を
得
たhave benefited

他
者
に
対
し
、
同
様
に
ル
ー
ル
の
遵
守
を
要
求
す
る
特
殊
的
権
利
を
有
す
る
》。
こ
の
命
題
を

ロ
ー
ル
ズ
は
「
法
的
義
務
と
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
」
で
は
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理the principle of fair play

と
名
づ
け
た
が
、

『
正
義
論
』
で
は
公
正
の
原
理the principle of fairness

と
呼
ん
で
い
る
。

（
34
）

（
35
）

（
36
）

（
37
）
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フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
が
適
用
さ
れ
る
具
体
例
と
し
て
、
ミ
ラ
ー
の
例
を
挙
げ
る
。
私
を
含
む
数
名
が
共
同
キ
ッ
チ
ン
の
あ
る
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
に
住
ん
で
い
る
。
週
に
一
度
、
住
人
の
一
人
が
キ
ッ
チ
ン
を
徹
底
的
に
き
れ
い
に
し
て
い
る
。
私
以
外
の
全
員
が
掃
除
当
番

を
終
え
た
。
き
れ
い
な
キ
ッ
チ
ン
で
自
分
の
夕
食
を
作
る
こ
と
の
で
き
た
私
は
、
掃
除
当
番
の
分
担
に
つ
き
約
束
や
同
意
を
し
て
い
な

く
て
も
、
掃
除
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

問
題
は
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
が
政
治
的
責
務
、
時
効
制
度
を
含
む
国
家
の
法
を
遵
守
す
る
義
務
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
、
で
あ
る
。
そ
の
際
、
同
原
理
の
適
用
要
件
と
し
て
、
自
由
意
思
に
よ
る
行
為
の
存
否
が
ま
ず
問
題
と
な
る
（
⑵
）。
ま
た
、
ロ
ー

ル
ズ
は
、
共
同
の
企
て
が
正
義
に
適
っ
て
い
るjust

こ
と
、
公
正
で
あ
るfair

こ
と
を
要
求
す
る
が
（
正
義
条
件
）、
こ
れ
に
関
し
、

シ
モ
ン
ス
は
、
二
つ
の
読
み
方
を
提
示
す
る
。
一
つ
は
、
共
同
の
企
て
に
お
い
て
「
便
益
と
負
担
の
公
正
な
分
配
」
が
要
求
さ
れ
る
と

い
う
読
み
方
で
あ
る
（
⑶
）。
他
は
、
正
義
条
件
は
共
同
の
企
て
の
目
的
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
道
徳
的
に
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
す

る
義
務
、
不
道
徳
な
目
的
を
追
求
・
促
進
す
る
企
て
を
支
持
す
る
義
務
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
読
み
方
で
あ
る
（
⑷
）。

　

⑵　

自
由
意
思
に
よ
る
行
為
（
便
益
の
受
容
）

　

ハ
ー
ト
は
、
特
殊
的
権
利
は
先
行
す
る
自
由
意
思
に
よ
る
行
為
か
ら
生
ず
る
と
言
う
が
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
が
適
用
さ
れ
る
場

面
で
ど
の
行
為
を
先
行
す
る
自
由
意
思
に
よ
る
行
為
と
考
え
て
い
る
の
か
は
、
明
確
で
な
い
。「
共
同
の
企
て
へ
の
参
加
」
の
ほ
か
、

次
に
述
べ
る
「
便
益benefits

の
自
由
意
思
に
よ
る
受
容
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
ロ
ー
ル
ズ
は
、「
法
的
義
務
と
フ

ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
」
で
は
「
便
益
を
受
け
容
れaccept

、
受
け
容
れ
続
け
る
意
図
を
有
す
る
こ
と
」
を
自
由
意
思
に
よ
る
行
為vol-

untary acts

と
見
て
お
り
、『
正
義
論
』
で
は
「
便
益
を
自
由
意
思
に
よ
っ
て
受
け
容
れ
たone has voluntarily accepted

」
こ
と

を
公
正
の
原
理
の
要
件
と
し
て
い
る
。
ハ
ー
ト
は
単
に
「
便
益
を
得
るbenefit
」
と
だ
け
述
べ
て
い
た
が
、
ロ
ー
ル
ズ
は
「
便
益
を

受
け
容
れ
るaccept benefits

」
と
言
い
換
え
て
い
る
。
便
益
が
押
し
付
け
ら
れ
た
場
合
に
は
、「
便
益
を
得
た
」
と
は
言
え
る
が
、

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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「
便
益
を
受
け
容
れ
た
」
と
は
言
え
な
い
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
シ
モ
ン
ス
は
、
便
益
の
（
受
動
的
な
）
受
取
りreceive

と
（
自
由

意
思
に
よ
る
）
受
容accept

と
を
区
別
し
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
の
適
用
の
た
め
に
「
便
益
の
受
容
」
を
要
求
す
る
。

　

検
討
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
人
が
債
権
時
効
制
度
に
よ
っ
て
時
の
経
過
に
よ
る
事
実
関
係
の
曖
昧
化
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
負
担
と
危

険
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
「
利
益
を
受
け
て
い
る
」
と
言
う
が
、
利
益
の
受
取
り
を
意
識
し
て
い
る
者
は
稀
で
あ
ろ
う
し
、
利
益
の

受
取
り
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、「
便
益
の
受
容
」
を
肯
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
便
益
の
受
容
」

を
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
の
適
用
要
件
と
す
る
限
り
、
時
効
制
度
を
同
原
理
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
ク
ロ
ス
コ
の
よ
う
に
、
公
共
財
と
い
う
便
益
が
、
⒜
費
用
に
見
合
う
価
値
が
あ
り
、
⒝
受
容
の
機
会
が
あ
れ
ば
受
容
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
、
⒞
共
同
の
企
て
に
お
い
て
便
益
と
負
担
が
公
正
に
分
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
三
つ
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る

と
き
に
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
立
場
に
立
て
ば
、
時
効
制
度
を
同
原
理
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
可
能
性
が
生
ま

れ
る
。

　

⑶　

便
益
と
負
担
の
公
正
な
分
配

　

ミ
ラ
ー
は
⑴
で
挙
げ
た
具
体
例
に
つ
い
て
、
料
理
を
余
り
し
な
い
住
人
も
他
の
住
人
と
同
じ
頻
度
で
掃
除
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
と
い
う
問
い
を
立
て
る
。
そ
し
て
、
便
益
と
負
担
を
公
正
に
分
配
す
る
た
め
に
、
実
際
の
使
用
頻
度
に
従
っ
て
負
担
を
是
正
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。
シ
モ
ン
ス
も
、
共
同
の
企
て
か
ら
便
益
を
受
容
し
た
者
は
、
得
た
便
益
に
比
例
し
て
負
担
を
負
う
べ
き

だ
と
言
う
。

　

検
討
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
人
が
債
権
時
効
制
度
に
よ
っ
て
時
の
経
過
に
よ
る
事
実
関
係
の
曖
昧
化
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
負
担
と
危

険
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
い
う
利
益
を
日
々
「
均
し
く
」
受
け
て
い
る
と
言
う
。
し
か
し
、
消
滅
時
効
制
度
が
も
た
ら
す
便
益
や
負
担
は
、

有
す
る
財
産
の
額
に
よ
っ
て
異
な
る
し
、（
検
討
委
員
会
の
作
業
範
囲
外
だ
が
）
取
得
時
効
制
度
が
所
有
者
を
証
明
困
難
か
ら
救
済
す

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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る
場
面
を
念
頭
に
置
く
と
き
、
不
動
産
の
非
所
有
者
は
か
か
る
利
益
を
直
接
に
は
受
け
な
い
（
動
産
に
は
即
時
取
得
制
度
が
あ
る
た
め
、

時
効
取
得
は
余
り
問
題
に
な
ら
な
い
）。「
自
分
た
ち
の
公
正
な
負
担
を
こ
な
さ
な
い
の
に
、
他
の
人
び
と
の
共
同
の
労
働
か
ら
利
益
を

得
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
考
え
方
が
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
の
基
礎
に
あ
る
以
上
、
各
人
が
時
効
制
度
か
ら
受
け
る
便
益
と
負
担
の

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
と
、
時
効
制
度
は
不
公
正
だ
と
い
う
評
価
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

⑷　

共
同
の
企
て
の
正
義
適
合
性
・
公
正
さ

　

ロ
ー
ル
ズ
は
、
共
同
の
企
て
が
正
義
に
適
っ
て
い
る
こ
と
、
公
正
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
が
、
こ
の
正
義
条
件
に
よ
り
、
道
徳
的

に
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
す
る
義
務
、
不
道
徳
な
目
的
を
追
求
・
促
進
す
る
企
て
を
支
持
す
る
義
務
は
あ
り
え
な
い
と
す
る
考
え
方
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

　

こ
の
問
題
に
関
し
、
ハ
ー
ト
は
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
に
基
づ
く
も
の
を
含
め
、
特
殊
的
義
務
は
な
さ
れ
る
べ
き
行
為
の
性
格
や

そ
の
帰
結
と
は
無
関
係
に
生
ず
る
と
述
べ
て
お
り
、
共
同
の
企
て
の
正
義
適
合
性
を
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
の
適
用
要
件
と
は
見
て
い

な
か
っ
た
。
シ
モ
ン
ス
も
、
共
同
の
企
て
が
正
義
に
反
し
て
い
る
こ
と
は
必
ず
し
も
便
益
を
受
容
す
る
自
由
意
思
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ

ず
、
そ
の
直
感
的
な
力
は
犯
罪
の
共
謀
に
つ
い
て
も
維
持
さ
れ
る
と
言
う
。
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
は
、
目
的
自
体
を
決
定
す
る
も
の

で
は
な
く
、
目
的
を
追
求
す
る
方
法
を
限
定
す
る
も
の
で
あ
り
、「
道
徳
的
に
誤
っ
た
こ
と
を
フ
ェ
ア
に
行
う
こ
と
」
を
も
要
請
し
う

る
。

　

そ
の
こ
と
を
検
討
委
員
会
の
論
法
に
よ
っ
て
確
認
し
て
み
よ
う
。
左
の
［　

］
内
に
ど
の
よ
う
な
法
制
度
を
代
入
し
て
も
、
そ
の
制

度
が
正
当
化
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
非
常
に
危
険
な
論
法
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
治
安
維
持
法
・
徴
兵
制
・
核
兵
器
・
原
子
力

発
電
所
な
ど
を
代
入
し
て
欲
し
い
。

（
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（
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（
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［　

］
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
利
益
は
、
す
べ
て
の
人
が
、
日
々
、
均
し
く
受
け
て
い
る
利
益
で
あ
る
。
制
度
の
利
益
を
日
々

受
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
制
度
が
自
己
に
不
利
に
働
く
場
合
に
だ
け
異
議
を
申
し
立
て
る
態
度
は
、
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

　

4　

評　

価

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
に
よ
り
債
権
時
効
制
度
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
ず
、「
便
益
の
受
容
」
や
「
便
益
と
負
担
の
公
正
な
分
配
」
を
同
原
理
の
適
用
要
件
と
す
る
場
合
に
は
、
債
権
時
効
制

度
に
同
原
理
を
適
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、
仮
に
債
権
時
効
制
度
に
同
原
理
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
は
債
権
時

効
制
度
が
正
義
に
適
っ
て
い
る
こ
と
、
公
正
で
あ
る
こ
と
を
基
礎
づ
け
な
い
。
債
権
時
効
制
度
は
同
原
理
に
よ
ら
ず
に
正
当
化
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

　

右
の
［　

］
内
に
「
時
効
期
間
が
一
年
の
債
権
時
効
制
度
」
を
代
入
し
た
場
合
に
も
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
の
み
に
よ
れ
ば
、
か

か
る
制
度
は
正
当
化
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
検
討
委
員
会
は
、
債
権
者
の
保
護
の
観
点
（
1
⑶
）
か
ら
、
か
か
る
制
度
を
認
め

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
時
効
制
度
の
正
当
化
に
際
し
て
私
益
に
着
目
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

債
務
者
に
着
目
し
た
場
合
も
、
時
効
は
債
務
者
の
援
用
を
俟
っ
て
顧
慮
さ
れ
、
時
効
完
成
後
も
債
務
者
は
時
効
利
益
を
放
棄
で
き
る

こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
制
定
法
は
、
人
び
と
の
日
常
生
活
の
安
心
と
取
引
社
会
の
安
定
維
持
よ
り
も
、
債
務
者
の
意
思
を
重
視
し
て
い
る

と
言
え
る
。
検
討
委
員
会
も
「
い
か
に
長
期
が
経
過
し
た
と
し
て
も
、
債
権
の
存
在
と
内
容
に
つ
い
て
争
い
が
な
く
、
債
務
者
に
履
行

の
意
思
が
あ
る
な
ら
ば
、
債
権
の
実
現
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
事
実
上
義
務
の
履
行
を
免
れ
て
い
る
と
い

う
現
状
の
維
持
に
対
す
る
期
待
が
債
務
者
に
な
い
と
き
に
、
時
効
利
益
を
債
務
者
に
与
え
る
必
要
は
な
い
。

（
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し
た
が
っ
て
、
債
権
時
効
制
度
の
根
幹
的

0

0

0

存
在
理
由
を
人
び
と
の
日
常
生
活
の
安
心
と
取
引
社
会
の
安
定
維
持
に
求
め
る
こ
と
は
支

持
で
き
な
い
。
時
効
制
度
の
正
当
化
に
際
し
て
は
、
第
三
者
や
公
益
に
で
は
な
く
、
ま
ず
は
時
効
当
事
者
に
照
準
を
合
わ
せ
、
ⓐ
義
務

者
に
有
利
な
法
律
効
果
が
帰
属
す
る
理
由
、
ⓑ
権
利
者
が
権
利
を
失
う
理
由
を
基
礎
づ
け
る
必
要
が
あ
る
（
二
面
的
正
当
化
原
理
）。

検
討
委
員
会
は
、
債
権
者
保
護
の
観
点
か
ら
ⓑ
に
は
配
慮
し
て
い
る
が
、
ⓐ
現
実
の
債
務
者
の
保
護
を
軽
視
し
て
い
る
（
三
3
）。
も

っ
と
も
、
義
務
者
の
現
状
維
持
に
対
す
る
期
待
は
さ
ほ
ど
保
護
に
値
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
ⓐ
義
務
者
に
有
利
な
法
律
効
果

が
帰
属
す
る
理
由
の
薄
弱
さ
を
、
ⓓ
第
三
者
利
益
・
公
益
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
強
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
三
3
）。
時

効
制
度
の
補
充
的

0

0

0

存
在
理
由
と
し
て
、
人
び
と
の
日
常
生
活
の
安
心
と
取
引
社
会
の
安
定
維
持
を
挙
げ
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ

の
点
で
、
検
討
委
員
会
の
考
察
に
は
価
値
が
あ
る
。
ま
た
、
債
権
時
効
制
度
の
ゆ
え
に
、
未
履
行
の
債
務
者
が
債
務
の
履
行
を
免
れ
、

債
権
者
が
債
権
を
実
質
的
に
失
う
こ
と
に
な
り
う
る
と
い
う
付
随
的
結
果
を
必
要
悪
と
捉
え
て
い
る
点
や
、
相
反
す
る
要
請
を
ど
の
よ

う
に
折
り
合
わ
せ
る
の
が
適
当
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
時
効
制
度
を
設
計
す
べ
き
こ
と
を
説
く
点
も
、
支
持
で
き
る
。

五　

そ
の
他
の
論
点

　

1　

権
利
の
永
久
性
（
永
続
性
）

　

松
久
は
、
推
定
説
（

≒

訴
訟
法
説
）
と
権
利
消
滅
説
（

≒

実
体
法
説
）
と
の
対
立
の
焦
点
は
、
前
説
が
権
利
の
永
久
性
を
認
め
る
の

に
対
し
、
後
説
が
そ
れ
を
認
め
な
い
点
に
あ
る
と
し
、
松
久
自
身
は
後
説
に
与
す
る
。
権
利
の
永
久
性
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
考

え
る
べ
き
か
。

　

所
有
権
に
つ
い
て
は
、
そ
の
永
久
性
が
語
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
我
妻
は
、「
所
有
権
は
、
恒
久
性

0

0

0

を
有
し
、
存
続
期
間
を
予
定
し

て
─
─
一
定
の
期
間
の
後
に
当
然
消
滅
す
る
も
の
と
し
て
─
─
成
立
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
特
許
権
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
工
業
所
有
権

（
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）
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と
異
な
る
）。
ま
た
消
滅
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
（
一
六
七
条
二
項
）」
と
言
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
著
作
権
の
存
続
期
間
は
著
作
物
の
創
作
時
か
ら
著
作
者
の
死
後
七
〇
年
間
で
あ
り
（
著
作
権
法
五
一
条
）、
仮
に
創
作

時
か
ら
三
〇
年
後
に
著
作
者
が
死
亡
し
た
と
す
る
と
、
一
〇
〇
年
ほ
ど
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
る
に
、
一
〇
〇
年
以
上
も
存
続

す
る
有
体
物
は
、
土
地
・
堅
固
建
物
・
立
木
・
宝
石
・
美
術
品
・
祭
祀
財
産
な
ど
、
特
殊
な
も
の
に
限
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
多
く
の

有
体
物
は
そ
れ
以
前
に
消
費
さ
れ
る
な
ど
し
て
滅
失
し
、
そ
れ
を
目
的
と
す
る
所
有
権
も
消
滅
す
る
。
ま
た
、
有
体
物
を
長
期
に
わ
た

り
維
持
す
る
た
め
に
は
、
費
用
の
投
下
が
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
有
権
の
永
久
性
も
、
文
字
通
り
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
滅
失
が
考
え
ら
れ
な
い
無
体
物
を
目
的
と
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
債
権
を
含
め
、
所
有
権
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
時
効
期
間
・
存
続

期
間
を
定
め
、
そ
の
永
久
性
を
否
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

2　

時
効
制
度
の
不
可
欠
性

　

時
効
制
度
の
不
可
欠
性
を
示
す
た
め
に
は
、
時
効
制
度
の
存
在
し
な
い
世
界
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
を
想
像
し
て
み
れ
ば
よ

い
。

　

時
効
制
度
が
な
け
れ
ば
、
永
続
し
た
事
実
関
係
は
正
当
な
法
律
関
係
に
合
致
す
る
蓋
然
性
が
高
い
（
二
1
③
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
と
異
な
る
法
律
関
係
が
主
張
さ
れ
た
場
合
に
、
遠
い
過
去
の
事
実
関
係
の
探
究
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
遠
い
過
去
の
事
実
関

係
の
探
究
は
費
用
が
か
か
る
上
、
そ
の
解
明
可
能
性
が
低
く
、
紛
争
は
不
満
足
に
し
か
解
決
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

ノ
ー
ジ
ッ
ク
の
権
原
理
論
の
用
語
法
に
従
う
と
、
先
占
の
正
義
の
原
理
に
従
っ
て
物
を
原
始
取
得
す
る
者
は
、
そ
の
保
有
物
に
対
す

る
権
原entitlem

ent

を
持
ち
、
保
有
物
に
対
す
る
権
原
を
持
つ
者
か
ら
移
転
の
正
義
の
原
理
に
従
っ
て
そ
の
物
を
承
継
取
得
す
る
者

は
、
そ
の
保
有
物
に
対
す
る
権
原
を
持
つ
。
し
か
し
、
あ
る
特
定
の
土
地
に
関
し
て
、
人
類
の
誕
生
に
ま
で
遡
っ
て
先
占
と
移
転
の
際

（
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）
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の
事
実
を
解
明
し
、
そ
の
事
実
が
先
占
と
移
転
の
正
義
の
原
理
に
従
っ
て
い
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
動
産
や
建
物

に
つ
い
て
は
物
の
発
生
時
ま
で
遡
れ
ば
よ
く
、
動
産
に
は
即
時
取
得
制
度
も
あ
る
の
で
、
土
地
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
同
様

の
問
題
が
生
ず
る
。

　

債
権
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ゾ
ー
の
印
象
的
な
記
述
を
引
用
し
て
お
こ
う
。
マ
ゾ
ー
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ロ
ラ
ン

の
「
一
万
年
前
の
権
利
を
主
張
で
き
る
社
会
状
態
を
ち
ょ
っ
と
想
像
せ
よ
！
…
永
続
的
か
つ
普
遍
的
な
不
確
実
性
は
、
一
般
的
か
つ
絶

え
間
な
い
不
安
を
引
き
起
こ
す
だ
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
を
引
用
し
た
上
で
、「
ア
ン
リ
四
世
の
治
世
下
〔
一
五
八
九
～
一
六
一
〇
年
〕

で
契
約
さ
れ
た
債
務
の
弁
済
を
請
求
さ
れ
た
債
務
者
の
子
孫
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？　

弁
済
が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ど
う

か
を
ど
の
よ
う
に
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？　

そ
し
て
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
？　

債
権
者
の
受
取
証
書
を
限
り
な
く
保
存
す
る
こ
と
を
債
務
者
に
強
い
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
述
べ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
遠
い
過
去
の
事
実
関
係
の
探
究
は
、
非
効
率
で
、
実
施
可
能
性
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
合
目
的

性
・
法
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
、
時
効
制
度
に
よ
り
、
過
去
の
事
実
関
係
の
探
究
に
時
間
的
制
限
を
設
け
る
こ
と
は
正
当
化
で
き
る
。

　

3　

財
の
効
率
的
利
用

　

近
時
、
取
得
時
効
制
度
を
正
当
化
す
る
際
に
、
財
の
効
率
的
利
用
を
援
用
す
る
見
解
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
能
見
善
久
は
、「
占
有

者
は
非
占
有
の
所
有
者
よ
り
も
、
そ
の
財
産
を
い
わ
ば
よ
り
効
率
的
に
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
的
な

価
値
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
財
の
効
率
的
利
用
を
保
護
す
る
の
が
長
期
取
得
時
効
で
あ
る
と
考
え
た
い
」
と
言
う
。
加
藤

雅
信
も
、「
取
得
時
効
制
度
の
社
会
的
基
礎
は
、
社
会
全
体
の
な
か
で
の
物
の
有
効
利
用
の
促
進
に
あ
る
」
と
す
る
。

　

取
得
時
効
制
度
は
財
の
効
率
的
利
用
に
資
す
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
存
否
が
不
確
か
な
債
務
を
弁
済
す
る
た
め
債
務
者
が
長
期
間
に

（
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わ
た
り
資
金
の
拘
束
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
を
想
定
す
る
と
、
債
権
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
も
財
の
効
率
的
利
用
は
問
題
と
な

る
。
財
の
効
率
的
利
用
と
い
う
公
益
は
、
時
効
制
度
一
般
の
補
充
的
存
在
理
由
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

4　

債
務
者
／
占
有
者
保
護
と
弁
済
者
／
所
有
者
保
護
と
の
両
立
可
能
性

　

多
数
説
が
時
効
制
度
の
存
在
理
由
と
し
て
挙
げ
る
三
点
の
う
ち
、
①
社
会
の
法
律
関
係
の
安
定
と
②
「
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護

に
値
し
な
い
」
と
い
う
命
題
は
、
時
効
制
度
を
債
務
者
／
占
有
者
の
た
め
の
制
度
と
見
る
説
と
親
和
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
③
証
明

（
証
拠
保
全
）
の
困
難
の
救
済
は
、
時
効
制
度
を
弁
済
者
／
所
有
者
保
護
の
た
め
の
制
度
と
見
る
説
と
親
和
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

①
②
と
③
は
両
立
し
な
い
疑
い
が
あ
る
（
二
）。
こ
の
点
に
関
し
、
松
久
は
、
債
務
者
／
占
有
者
保
護
を
時
効
制
度
の
目
的
と
見
な
が

ら
も
、
弁
済
者
／
所
有
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
な
い
者
は
、
非
弁
済
者
／
非
所
有
者
と
し
て
保
護
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
（
三
1

⑴
）。「
消
滅
時
効
制
度
が
、
債
務
者
で
あ
っ
て
も
債
務
を
免
れ
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
な
ら
ば
、
弁
済
す
れ
ど
も
証
拠
保
全
の
困
難
に
陥

り
、
証
明
手
段
に
欠
け
る
債
務
者
が
、
消
滅
時
効
を
援
用
す
る
こ
と
は
何
ら
さ
ま
た
げ
な
い
」。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
る
べ
き
か
。

　

私
は
か
つ
て
、
所
有
権
の
時
効
取
得
に
関
し
て
、
こ
の
問
題
を
詳
細
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
の
結
論
を
要
約
し
、
本
稿
に

接
続
さ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
民
法
一
六
二
条
に
つ
い
て
は
判
例
と
異
な
り
「
他
人
の

0

0

0

物
」
の
占
有
が
要
件
と
な
る
が
、
時
効

主
張
者
は
「
他
人
の

0

0

0

物
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
主
張
・
証
明
責
任
を
負
わ
な
い
。
こ
の
解
釈
に
よ
る
と
、
実
体
法
上
、
所
有
者
は
時
効

取
得
で
き
な
い
の
で
、
時
効
制
度
の
目
的
は
占
有
者
保
護
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
訴
訟
に
お
い
て
は
、
判
決

は
訴
訟
物
の
存
否
（
事
実
審
口
頭
弁
論
終
結
時
の
権
利
関
係
）
の
み
を
確
定
し
、
判
決
理
由
中
の
判
断
に
は
既
判
力
は
生
じ
な
い
か
ら
、

当
事
者
に
は
「
所
有
権
を
売
買
に
よ
り
取
得
し
た
。
仮
に
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
時
効
に
よ
り
取
得
し
た
」
と
い
う
主
張
（
仮
定
主

（
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張
）
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
、
裁
判
所
は
、
売
買
・
時
効
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
も
既
判
力
が
異
な
ら
な
い
限
り
、
そ
の
論
理
的
関

係
や
事
実
の
歴
史
的
前
後
に
か
か
わ
ら
ず
自
由
に
審
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
当
事
者
が
数
個
の
攻
撃
防
禦
方
法
の
間
に
付
け
た
順
序
に

も
拘
束
さ
れ
な
い
。
そ
の
結
果
、
実
体
法
的
に
は
売
買
に
よ
り
所
有
権
を
取
得
し
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
訴
訟
上
は
時
効
取
得
を

主
張
し
、
そ
れ
に
よ
り
勝
訴
判
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
体
法
上
、
所
有
者
は
時
効
取
得
で
き
な
く
て
も
、
訴
訟

上
は
時
効
取
得
を
主
張
で
き
る
の
で
、
取
得
時
効
制
度
は
所
有
者
を
も
保
護
し
う
る
。

　

同
様
の
こ
と
は
、
消
滅
時
効
に
も
妥
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
実
体
法
的
に
は
弁
済
に
よ
り
債
権
が
消
滅
し
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、

訴
訟
上
、
弁
済
者
は
債
権
の
消
滅
時
効
を
仮
定
的
に
主
張
し
、
そ
れ
に
よ
り
勝
訴
判
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
消
滅
時
効
に
よ
り
債

権
が
実
体
法
上
消
滅
す
る
と
理
解
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
消
滅
時
効
制
度
は
弁
済
者
を
も
保
護
し
う
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
債
務
者
／
占
有
者
保
護
と
弁
済
者
／
所
有
者
保
護
と
は
両
立
す
る
し
、
後
者
の
要
保
護
性
が
よ
り
高
い
こ
と
に
鑑
み
れ

ば
、
弁
済
者
／
所
有
者
保
護
と
い
う
目
的
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
債
務
者
を
免
責
し
占
有
者
に
所
有
権
を
与
え
る
法
律
構
成
を
採
用

し
た
と
い
う
理
解
も
あ
り
う
る
。

六　

ま
と
め

　

1　

義
務
者
が
義
務
を
免
れ
る
根
拠

　

時
効
制
度
の
目
的
の
一
つ
は
、
義
務
者
（
債
務
者
／
占
有
者
）
を
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の
「
債
務
者
」
は

相
手
方
か
ら
「
債
務
者
」
と
主
張
さ
れ
て
い
る
者
を
指
し
、
債
務
の
存
否
が
不
確
か
な
場
合
の
「
債
務
者
」
や
、
弁
済
者
の
よ
う
に
債

務
が
存
在
し
な
い
場
合
の
「
債
務
者
」
を
含
む
。
同
様
に
、「
占
有
者
」
に
は
、
所
有
権
に
基
づ
く
返
還
義
務
を
負
う
と
主
張
さ
れ
て

い
る
所
有
者
も
含
ま
れ
る
。
時
効
制
度
が
存
在
す
る
結
果
、
義
務
者
は
不
安
定
な
状
態
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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義
務
者
を
保
護
す
る
根
拠
と
し
て
は
、
一
定
期
間
継
続
し
た
事
実
関
係
が
そ
の
ま
ま
法
律
関
係
と
な
る
こ
と
に
対
す
る
義
務
者
の
期

待
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
信
頼
原
理
）。
こ
の
根
拠
は
、
現
実
に
義
務
を
負
っ
て
い
る
者
を
想
定
し
て
い
る
。
か
か
る
根
拠
は
、

権
利
者
に
よ
る
請
求
が
義
務
者
に
対
す
る
不
意
討
ち
に
な
る
よ
う
な
場
合
で
あ
れ
ば
、
一
定
の
重
み
を
持
つ
（
三
2
⑴
）。
し
か
し
、

義
務
の
不
履
行
を
確
知
し
て
い
る
人
の
期
待
は
ほ
と
ん
ど
保
護
に
値
し
な
い
。
ま
た
、
他
の
法
制
度
と
は
異
な
り
、
時
効
の
場
合
、
義

務
者
は
対
価
を
給
付
せ
ず
に
か
つ
権
利
者
の
意
思
に
基
づ
か
ず
に
権
利
者
の
負
担
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
点
で
、
保
護
価
値
は
低
い

（
三
3
）。
そ
こ
で
、
か
か
る
根
拠
の
薄
弱
さ
を
、
第
三
者
利
益
・
公
益
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
強
す
る
必
要
が
あ
る
（
2
）。

　

他
方
で
、
現
実
に
は
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
者
も
、
訴
訟
上
、
仮
定
主
張
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
時
効
を
主
張
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
五
4
）。
か
か
る
者
を
保
護
す
る
根
拠
と
し
て
、
証
明
（
証
拠
保
全
）
の
困
難
の
救
済
を
挙
げ
う
る
（
二
1
③
）。

　

2　

第
三
者
利
益
・
公
益
の
保
護

　

現
行
日
本
民
法
典
の
時
効
制
度
は
、
一
定
期
間
が
経
過
す
る
と
権
利
の
消
滅
／
取
得
と
い
う
法
律
効
果
が
発
生
す
る
と
い
う
法
律
構

成
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
さ
ほ
ど
保
護
に
値
し
な
い
義
務
者
に
つ
い
て
も
、
債
務
を
履
行
し
て
い
な
い
の
に
債
務
を
免
れ
る
／
他

人
の
物
を
長
期
間
使
用
し
た
結
果
そ
の
所
有
権
を
取
得
す
る
と
い
う
不
道
徳
な
事
態
が
生
じ
う
る
。

　

し
か
し
、
か
か
る
事
態
の
発
生
を
避
け
る
た
め
に
時
効
制
度
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、
大
き
な
代
償
を
払
う
こ
と
に
な
る
。
時
効
制
度

が
な
け
れ
ば
、
永
続
し
た
事
実
関
係
は
正
当
な
法
律
関
係
に
合
致
す
る
蓋
然
性
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
と
異
な
る
法
律
関
係

が
主
張
さ
れ
た
場
合
に
、
遠
い
過
去
の
事
実
関
係
の
探
究
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
遠
い
過
去
の
事
実
関
係
の
探
究
に
は
費
用
が
か

か
る
上
、
そ
の
解
明
可
能
性
が
低
く
、
紛
争
は
不
満
足
に
し
か
解
決
さ
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
合
目
的
性
（
効
率

性
）・
法
的
安
定
性
の
観
点
か
ら
時
効
制
度
を
設
け
、
過
去
の
事
実
関
係
の
探
究
に
時
間
的
制
限
を
設
け
る
こ
と
は
正
当
化
で
き
る
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（
四
1
⑴
・
五
2
）。
そ
の
結
果
、
裁
判
所
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
（
三
2
⑴
）、
受
取
証
書
を
永
久
に
保
存
す
る
必
要
が
な
く
な
る
。
こ

の
よ
う
な
直
接
当
事
者
を
超
え
た
第
三
者
の
利
益
・
公
益
の
保
護
も
、
時
効
制
度
の
目
的
に
含
ま
れ
る
。

　

か
か
る
第
三
者
利
益
・
公
益
の
保
護
は
、
個
別
事
例
の
特
別
事
情
の
探
究
を
断
念
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ
る
の
で
、
時

効
制
度
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
不
道
徳
な
結
果
が
生
じ
て
も
、
そ
れ
は
必
要
悪
と
し
て
甘
受
す
る
し
か
な
い
（
四
1
⑵
）。

　

ま
た
、
時
効
制
度
は
財
の
効
率
的
利
用
に
も
資
す
る
（
五
3
）。

　

3　

権
利
者
が
権
利
を
失
う
根
拠

　

権
利
者
が
権
利
を
喪
失
す
る
根
拠
は
「
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
に
値
し
な
い
」
と
い
う
命
題
に
求
め
ら
れ
る
（
二
1
②
）。
た

だ
し
、
権
利
者
に
は
、
権
利
を
行
使
す
る
た
め
の
十
分
な
時
間
と
、
時
効
完
成
を
妨
げ
る
た
め
の
手
段
が
与
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る

（
三
2
⑴
・
四
1
⑶
）。

［
訂
正
］
拙
稿
「
民
法
（
債
権
関
係
）
改
正
に
よ
る
時
効
障
害
制
度
の
再
構
成
─
─
中
断
・
停
止
か
ら
更
新
・
完
成
猶
予
へ
─
─
」
阪
大
法
学
六
八

巻
三
号
〔
二
〇
一
八
〕
五
〇
六
頁
八
行
目
の
「
主
債
務
者
」
は
「
連
帯
保
証
人
」
の
誤
り
で
あ
る
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

［
付
記
］
本
稿
は
、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
研
究
課
題
／
領
域
番
号18K

01337

）
の
助
成
を
受
け

た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

松
久
三
四
彦
『
時
効
制
度
の
構
造
と
解
釈
』〔
有
斐
閣
・
二
〇
一
一
〕
一
一
四
頁
。

／
は
、
債
権
の
消
滅
時
効
と
所
有
権
の
取
得
時
効
に
つ
い
て
並
列
的
に
記
述
す
る
際
に
用
い
る
。
本
稿
で
検
討
す
る
学
説
の
中
に
は
、
債
権

の
消
滅
時
効
の
み
を
対
象
と
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
債
権
の
消
滅
時
効
、
所
有
権
の
取
得
時
効
の
順
に
記
述
す
る
。

（
75
）

（
76
）

（
1
）

（
2
）
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梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
一
総
則
編
〔
訂
正
増
補
三
三
版
〕』〔
有
斐
閣
書
房
・
一
九
一
一
〕
三
六
九
～
三
七
〇
頁
、
我
妻
栄
『
新
訂
民
法

総
則
』〔
岩
波
書
店
・
一
九
六
五
〕
四
三
〇
～
四
三
二
頁
、
佐
久
間
毅
『
民
法
の
基
礎
1
総
則
〔
第
四
版
〕』〔
有
斐
閣
・
二
〇
一
八
〕
三
九
三
～

三
九
五
頁
な
ど
。
学
説
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
松
久
『
時
効
制
度
の
構
造
と
解
釈
』
一
一
四
頁
以
下
を
参
照
。

我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
四
三
一
頁
（
傍
点
は
原
文
）。

我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
四
三
二
頁
。

梅
『
民
法
要
義
巻
之
一
』
三
六
九
頁
（
濁
点
と
句
点
を
補
っ
た
）。

我
妻
『
新
訂
民
法
総
則
』
四
三
二
頁
。

星
野
英
一
「
時
効
に
関
す
る
覚
書
─
そ
の
存
在
理
由
を
中
心
と
し
て
─
」『
民
法
論
集
第
四
巻
』〔
有
斐
閣
・
一
九
七
八
〕
一
七
三
～
一
七
四

頁
。

山
本
敬
三
『
民
法
講
義
Ⅰ
総
則
〔
第
三
版
〕』〔
有
斐
閣
・
二
〇
一
一
〕
五
四
〇
頁
。

松
久
『
時
効
制
度
の
構
造
と
解
釈
』
一
三
四
頁
。

山
田
卓
生
ほ
か
『
民
法
Ⅰ
総
則
〔
第
四
版
〕』〔
有
斐
閣
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
・
二
〇
一
八
〕
二
五
一
頁
〔
松
久
三
四
彦
〕。

Franz Bydlinski, Fundam
entale R

echtsgrundsätze, 1988, SS. 307ff.; ders., System
 und Prinzipien des Privatrechts, 1996, 

SS. 92-97.

大
久
保
邦
彦
「
二
面
的
正
当
化
原
理
─
ス
キ
ミ
ン
グ
被
害
の
預
金
者
保
護
に
向
け
て
─
」
甲
南
法
務
研
究
二
号
〔
二
〇
〇
六
〕
一
三

頁
も
参
照
。

Franz Bydlinski, D
as Privatrecht im

 R
echtssystem

 einer 

“Privatrechtsgesellschaft

”, 1994, S. 79.

ビ
ド
リ
ン
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
財
産
権
は
、
正
義
で
は
な
く
法
的
安
定
性
の
要
請
に
基
づ
き
平
和
や
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
に
既
得
権
と
し

て
保
護
さ
れ
る
（Bydlinski, Fundam

entale R
echtsgrundsätze, SS. 220ff.

そ
の
簡
単
な
紹
介
と
し
て
、
大
久
保
邦
彦
「『
自
由
』
の
概
念

と
『
積
極
的
自
由
』
の
保
護
可
能
性
」
星
野
俊
也
ほ
か
編
『
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
公
共
政
策
の
責
任　
第
三
巻　
自
由
の
共
有
と
公
共
政
策
』〔
大

阪
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
九
〕
一
九
～
二
一
頁
）。

Bydlinski, System
 und Prinzipien des Privatrechts, S. 94.

四
宮
和
夫
「
梅
毒
輸
血
事
件
の
判
決
に
つ
い
て
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
号
〔
一
九
五
六
〕
三
二
頁
。

補
完
性
原
理
に
つ
い
て
は
、
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
『
人
間
の
尊
厳
と
国
家
の
権
力
』〔
成
文
堂
・
一
九
九
〇
〕
一
九
八
頁
、
服
部
高
宏
「『
補

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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完
性
原
理
』
に
つ
い
て
の
覚
書
き
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
を
ふ
ま
え
て
」
平
野
仁
彦
ほ
か
編
『
現
代
法
の
変
容
』〔
有
斐
閣
・
二
〇
一
三
〕
二

四
一
頁
以
下
、
大
久
保
邦
彦
「
扶
養
の
担
い
手
と
補
完
性
原
理
」
大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
稲
盛
財
団
寄
附
講
座
企
画
委
員
会
編

『
グ
ロ
ー
バ
ル
な
公
共
倫
理
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
』〔
金
子
書
房
・
二
〇
一
八
〕
二
頁
以
下
を
参
照
。

拙
稿
「
二
面
的
正
当
化
原
理
」
甲
南
法
務
研
究
二
号
一
六
頁
。

村
松
秀
樹
＝
佐
藤
丈
宜
＝
有
本
祥
子
「『
表
題
部
所
有
者
不
明
土
地
の
登
記
及
び
管
理
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
』
の
概
要
」
Ｎ
Ｂ
Ｌ
一
一

五
五
号
〔
二
〇
一
九
〕
一
一
頁
。

わ
が
国
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
の
債
権
法
改
正
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、
み
ず
ほ
銀
行
法
務
部
担
当
部
長
の
岡
本
雅
弘
氏
か
ら
次
の
発

言
が
な
さ
れ
た
（
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
第
三
四
回
会
議
議
事
録
〔http://w

w
w

.m
oj.go.jp/content/000083385.pdf

〕
二
四

頁
）。「

先
ほ
ど
能
見
委
員
の
ほ
う
か
ら
、
銀
行
が
預
金
の
時
効
を
援
用
し
て
い
る
事
例
は
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し

て
、
現
状
、
そ
う
い
っ
た
統
計
は
ど
こ
の
銀
行
も
取
っ
て
い
な
い
の
か
な
と
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
の
経
験
か
ら
す
る
と
非
常
に
ケ
ー
ス

と
し
て
は
少
な
く
て
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
統
計
を
取
る
意
味
も
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
疑
問
だ
ぐ
ら
い
に
し
か
、
非
常
に
ま
れ
な
ケ
ー
ス
な
ん

だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ま
れ
に
あ
る
ケ
ー
ス
に
つ
き
ま
し
て
も
、
預
金
を
弁
済
し
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
た

だ
、
弁
済
し
た
旨
の
証
拠
が
見
付
か
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
、
消
滅
時
効
の
援
用
を
例
外
的
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
て
、
弁
済
し
て
い
な
い
の
に
消
滅
時
効
期
間
が
経
過
し
た
か
ら
時
効
を
援
用
す
る
、
こ
れ
は
ま
ず
ど
こ
の
銀
行
も
や
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
事
例
と
し
て
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
時
点
で
は
資
料
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
聞
い
て

み
て
分
か
る
か
ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
も
分
か
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
一
応
、
持
ち
帰
っ
て
聞
い
て
は
み
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。」

西
畑
一
哉
＝
西
垣
裕
「
諸
外
国
に
お
け
る
休
眠
預
金
の
一
元
的
管
理
に
つ
い
て
」
預
金
保
険
研
究
七
号
〔
二
〇
〇
六
〕
五
七
頁
以
下
。
た
だ

し
、
二
〇
〇
六
年
時
点
の
制
度
の
紹
介
で
あ
る
。

松
久
三
四
彦
「
消
滅
時
効
制
度
の
根
拠
と
中
断
の
範
囲
」
私
法
四
五
号
〔
一
九
八
三
〕
一
八
六
頁
。

松
久
『
時
効
制
度
の
構
造
と
解
釈
』
三
五
頁
。

K
arl Spiro, D

ie Begrenzung privater R
echte durch V

erjährungs-, V
erw

irkungs- und Fatalfristen, 2 Bände, 1975.

以
下
、

本
文
中
で
§
番
号
で
引
用
す
る
。
そ
の
消
滅
時
効
の
基
礎
づ
け
部
分
の
紹
介
と
し
て
、
大
木
康
『
時
効
理
論
の
再
構
築
』〔
成
文
堂
・
二
〇
〇

（
18
）

（
19
）

（
20
）

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）
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〇
〕
二
三
頁
以
下
、
同
「
カ
ー
ル
・
ス
ピ
ロ
の
消
滅
時
効
理
論
」
鈴
鹿
国
際
大
学
紀
要
六
号
〔
一
九
九
九
〕
一
三
頁
以
下
が
あ
る
。
な
お
、
ス
ピ

ロ
は
「
使
命A

ufgaben

」「
効
力W

irkungen

」
と
い
う
語
を
多
用
す
る
が
、
本
文
で
は
、
通
常
の
用
語
法
に
従
い
、A

ufgaben

を
「
目
的
」、

W
irkungen

を
「
機
能
」
と
訳
し
て
い
る
。

民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
詳
解　
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅲ
』〔
商
事
法
務
・
二
〇
〇
九
〕
一
五
七
頁
注
一
。

検
討
委
員
会
も
義
務
の
存
否
が
不
確
か
な
場
合
を
想
定
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
（『
詳
解　
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅲ
』
一
五
五
～
一

五
六
頁
）。

Spiro, a.a.O
., §20.

実
際
、
休
眠
預
金
が
金
融
機
関
の
収
益
と
な
る
こ
と
に
対
し
て
は
批
判
が
あ
り
、
多
く
の
国
で
は
金
融
機
関
に
よ
っ
て
時
効
は
援
用
さ
れ
な

い
（
三
1
⑵
）。

Bydlinski, System
 und Prinzipien des Privatrechts, S. 167.

Bydlinski, System
 und Prinzipien des Privatrechts, SS. 95-97;

拙
稿
「
二
面
的
正
当
化
原
理
」
甲
南
法
務
研
究
二
号
一
八
～
一
九

頁
。

『
詳
解　
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅲ
』
よ
り
。
引
用
箇
所
は
本
文
中
に
頁
数
を
掲
げ
る
。

証
拠
保
存
の
負
担
、
証
拠
収
集
の
負
担
、
証
拠
収
集
の
要
否
判
断
の
負
担
は
、
こ
の
負
担
に
含
ま
れ
る
（『
詳
解　
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針

Ⅲ
』
一
五
六
頁
）。

「
債
権
を
実
質
的
に
失
う
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
の
は
、
債
権
時
効
期
間
満
了
の
効
果
と
し
て
、
債
権
の
遡
及
的
消
滅
で
は
な
く
、
債
務
者

へ
の
履
行
拒
絶
権
の
付
与
の
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（『
詳
解　
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅲ
』
二
四
一
頁
以
下
）。

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
原
理
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
神
原
和
宏
「
公
正
原
理
と
自
然
的
義
務
─
法
服
従
義
務
の
規
範
的
根
拠
を
め
ぐ
っ
て

─
」
久
留
米
大
学
法
学
二
六
号
〔
一
九
九
五
〕
四
三
頁
以
下
、
鈴
木
正
彦
「
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
フ
ェ
ア
ー
プ
レ
イ
の
原
理
と
政
治
的

責
務
の
理
論
」
法
学
政
治
学
論
究
六
五
号
〔
二
〇
〇
五
〕
三
一
頁
以
下
、
同
『
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
市
民
的
不
服
従
』〔
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
・

二
〇
〇
八
〕
四
九
～
七
四
頁
、
瀧
川
裕
英
『
国
家
の
哲
学　
政
治
的
責
務
か
ら
地
球
共
和
国
へ
』〔
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
七
〕
一
七
二
～
一

九
一
頁
が
あ
り
、
本
稿
で
も
参
照
し
て
い
る
。
同
原
理
は
、
後
出
の
ハ
ー
ト
や
ロ
ー
ル
ズ
の
著
作
の
ほ
か
、
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
ー
ジ
ッ
ク
著
／
嶋
津

格
訳
『
ア
ナ
ー
キ
ー
・
国
家
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
』〔
木
鐸
社
・
二
〇
〇
二
〕
一
四
二
～
一
五
一
頁
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
ウ
ォ
ー
キ
ン
著
／
小
林
公
訳

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）
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『
法
の
帝
国
』〔
未
来
社
・
一
九
九
五
〕
三
〇
五
～
三
〇
七
頁
で
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
議
論
で
あ
る
。

H
. L. A

. H
art, A

re T
here A

ny N
atural Rights?, T

he Philosophical R
eview

, V
ol. 64, 1955, pp. 183-187; 

Ｈ
・
Ｌ
・
Ａ
ハ
ー

ト
著
／
小
林
公
＝
森
村
進
訳
『
権
利
・
功
利
・
自
由
』〔
木
鐸
社
・
一
九
八
七
〕
二
〇
～
二
六
頁
。

John Raw
ls, Legal O

bligation and the D
uty of Fair Play, in: H

ook 

（ed.

）, Law
 and philosophy, 1964, pp. 9-10.

ジ
ョ
ン
・

ロ
ー
ル
ズ
著
／
田
中
成
明
編
訳
『
公
正
と
し
て
の
正
義
』〔
木
鐸
社
・
一
九
七
九
〕
四
九
～
五
一
頁
も
参
照
。

John Raw
ls, A

 T
heory of Justice, Revised Edition, 1999, p. 96;

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
著
／
川
本
隆
史
＝
福
間
聡
＝
神
島
裕
子
訳

『
正
義
論
〔
改
訂
版
〕』〔
紀
伊
國
屋
書
店
・
二
〇
一
〇
〕
一
五
〇
頁
。

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ミ
ラ
ー
著
／
山
岡
龍
一
＝
森
達
也
訳
『
政
治
哲
学
』〔
岩
波
書
店
・
二
〇
〇
五
〕
四
五
～
四
六
頁
。

Raw
ls, A

 T
heory of Justice, p. 96;

ロ
ー
ル
ズ
『
正
義
論
〔
改
訂
版
〕』
一
五
〇
頁
。

A
. John Sim

m
ons, T

he Principle of Fair Play, Philosophy and Public A
ffairs, V

ol. 8, 1979, p. 313; idem
, M

oral Princi-
ples and Political O

bligations, 1981, p. 110.
Sim

m
ons, M

oral Principles and Political O
bligations, p. 108.

Raw
ls, Legal O

bligation and the D
uty of Fair Play, p. 10.

ロ
ー
ル
ズ
『
公
正
と
し
て
の
正
義
』
四
九
～
五
〇
頁
も
参
照
。

Raw
ls, A

 T
heory of Justice, p. 96;

ロ
ー
ル
ズ
『
正
義
論
〔
改
訂
版
〕』
一
五
〇
頁
。

Sim
m

ons, M
oral Principles and Political O

bligations, p. 125.
Sim

m
ons, M

oral Principles and Political O
bligations, pp. 129-130, pp. 138-141.

鈴
木
『
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
市
民
的
不
服
従
』

五
六
～
六
一
頁
も
参
照
。

George K
losko, T

he Principle of Fairness and Political O
bligation, N

ew
 Edition, 2004, p. X

X
, pp. 39ff.

ミ
ラ
ー
『
政
治
哲
学
』
四
六
～
四
八
頁
。

Sim
m

ons, T
he Principle of Fair Play, pp. 316-317; idem

, M
oral Principles and Political O

bligations, pp. 111-114.
Raw

ls, A
 T

heory of Justice, p. 96;

ロ
ー
ル
ズ
『
正
義
論
〔
改
訂
版
〕』
一
五
〇
頁
。

鈴
木
『
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
市
民
的
不
服
従
』
六
一
～
六
二
頁
。

鈴
木
・
前
掲
注
（
34
）
法
学
政
治
学
論
究
六
五
号
四
三
～
四
八
頁
。

（
35
）

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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）
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）
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）

（
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）

（
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）

（
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）

（
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）
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論　　　説
H

art, Ibid., pp. 185-186;

ハ
ー
ト
『
権
利
・
功
利
・
自
由
』
二
三
～
二
五
頁
。

法
律
行
為
が
公
序
良
俗
に
反
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
締
結
す
る
効
果
意
思
に
必
ず
し
も
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
の
と
同
断
で
あ
る
。

Sim
m

ons, T
he Principle of Fair Play, p. 314; idem

, M
oral Principles and Political O

bligations, pp. 109-111.

瀧
川
『
国
家

の
哲
学
』
一
八
三
頁
は
、「
暴
力
団
に
お
い
て
、
債
権
取
り
立
て
業
務
を
他
の
構
成
員
に
押
し
つ
け
、
自
分
は
遊
興
に
耽
る
構
成
員
は
、『
甘
い
汁

ば
か
り
吸
っ
て
仁
義
に
も
と
る
』
と
い
う
批
判
を
他
の
構
成
員
か
ら
正
当
に
も
受
け
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
例
を
挙
げ
る
。

Jam
es F. Childress, Civil D

isobedience and Political O
bligation, 1971, p. 129.

鈴
木
・
前
掲
注
（
34
）
法
学
政
治
学
論
究
六
五
号
四
六
頁
。

ス
ピ
ロ
は
、
消
滅
時
効
は
裁
判
所
の
負
担
軽
減
機
能
を
持
つ
と
し
つ
つ
も
、
裁
判
官
は
職
権
に
よ
り
消
滅
時
効
を
顧
慮
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
、
債
務
者
は
完
成
し
た
消
滅
時
効
の
利
益
を
放
棄
で
き
る
こ
と
等
に
基
づ
き
、
立
法
者
は
裁
判
所
の
負
担
軽
減
と
い
う
公
益
を
消
滅
時
効
の
決

定
的
な
目
的
と
は
見
て
い
な
い
と
言
う
（Spiro, a.a.O

., §§ 14-15

）。
吾
妻
光
俊
「
私
法
に
於
け
る
時
効
制
度
の
意
義
」
法
協
四
八
巻
二
号

〔
一
九
三
〇
〕
一
八
一
頁
も
、
公
益
的
精
神
は
民
法
一
四
五
条
（
時
効
の
援
用
）
に
よ
り
打
ち
破
ら
れ
た
と
す
る
。

『
詳
解　
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅲ
』
一
五
八
頁
。

松
久
『
時
効
制
度
の
構
造
と
解
釈
』
三
四
～
三
六
頁
、
四
二
～
四
三
頁
、
一
三
三
～
一
三
四
頁
。

我
妻
栄
＝
有
泉
亨
『
新
訂
物
権
法
』〔
岩
波
書
店
・
一
九
八
三
〕
二
五
七
頁
（
傍
点
は
原
文
、
ク
ロ
ス
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
省
略
し
た
）。
な
お
、

民
法
一
六
七
条
二
項
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
以
降
は
一
六
六
条
二
項
と
な
る
。

借
地
法
二
条
一
項
に
よ
る
と
、
堅
固
建
物
の
所
有
を
目
的
と
す
る
借
地
権
の
原
則
的
存
続
期
間
は
六
〇
年
で
あ
っ
た
。

債
権
を
特
定
物
引
渡
債
権
と
い
う
レ
ベ
ル
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
特
定
物
が
滅
失
す
る
と
債
権
も
消
滅
す
る
が
、
そ
れ
が
金
銭
債
権
に
転

化
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
知
的
財
産
と
同
じ
く
、
永
久
に
存
続
し
う
る
。
債
権
法
改
正
法
下
に
お
け
る
「
債
権
」
概
念
に
つ
い
て
は
、
大
久
保

邦
彦
「
債
権
法
改
正
法
下
に
お
け
る
『
債
権
』
概
念
に
つ
い
て
」
名
城
法
学
六
九
巻
一
・
二
号
〔
二
〇
一
九
〕
九
一
頁
以
下
を
参
照
。

A
lois T

roller, Im
m

aterialgüterrecht, Band I, 3.A
ufl., 1983, SS. 128-129

は
、
存
続
期
間
の
な
い
所
有
権
と
の
比
較
に
お
い
て
存
続

期
間
の
あ
る
著
作
権
は
不
利
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
と
い
う
批
判
に
対
し
、
本
文
の
点
を
指
摘
し
た
。

Bydlinski, System
 und Prinzipien des Privatrechts, SS. 168-169.

Robert N
ozick, A

narchy, State, and U
topia, 2013, pp. 150-153;

ノ
ー
ジ
ッ
ク
『
ア
ナ
ー
キ
ー
・
国
家
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
二
五
五
～

（
52
）
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）
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54
）
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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二
六
〇
頁
。
な
お
、
本
文
の
「
先
占
の
正
義
の
原
理
」
は
嶋
津
訳
の
「
獲
得
の
正
義
の
原
理
」
に
当
た
る
。

Bydlinski, Fundam
entale R

echtsgrundsätze, SS. 217-218.
H

. L. et J. M
azeaud, Leçon de D

roit Civil, t.II, 1er vol., O
bligations: théorie général, 5e éd., par Juglart, 1973, n

°1166.
Bydlinski, System

 und Prinzipien des Privatrechts, SS. 168-169.
四
宮
和
夫
＝
能
見
善
久
『
民
法
総
則
〔
第
九
版
〕』〔
弘
文
堂
・
二
〇
一
八
〕
四
一
七
頁
。

加
藤
雅
信
『
新
民
法
大
系
Ⅰ
民
法
総
則
〔
第
二
版
〕』〔
有
斐
閣
・
二
〇
〇
五
〕
四
二
二
頁
（
原
文
は
一
部
ゴ
シ
ッ
ク
）。

松
久
『
時
効
制
度
の
構
造
と
解
釈
』
三
三
～
三
四
頁
。

大
久
保
邦
彦
「
自
己
の
物
の
時
効
取
得
に
つ
い
て
（
一
）（
二
・
完
）」
民
商
一
〇
一
巻
五
号
六
四
三
頁
以
下
、
六
号
七
八
二
頁
以
下
〔
一
九

九
〇
〕。注

（
20
）
の
岡
本
発
言
も
参
照
。

松
久
・
前
掲
注
（
11
）
二
五
四
頁
は
、「
時
効
制
度
は
、
実
体
法
説
に
立
つ
と
、
…
…
権
利
の
取
得
・
消
滅
と
い
う
一
元
的
構
成
の
も
と
で
、

非
権
利
者
た
る
占
有
者
・
未
弁
済
者
の
保
護
と
、
権
利
者
・
弁
済
者
で
あ
る
こ
と
を
立
証
で
き
な
い
権
利
者
・
弁
済
者
の
保
護
と
い
う
二
面
の
機

能
な
い
し
目
的
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
」
と
言
う
（
二
五
二
頁
も
参
照
）。

Bydlinski, System
 und Prinzipien des Privatrechts, SS. 168-169.

Bydlinski, System
 und Prinzipien des Privatrechts, S. 168.

（
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）
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）
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）

（
69
）
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）
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